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「この様にすれば、こんな写真が撮れる」	

テーマ／作品コンセプト（＝「伝えたい事」）	

「こんなイメージの写真を撮るには、この様にしよう！」	

ワークフロー重視（感性と技術のマッチング）	

RAW	現像	

写真	

受講後	

「あの技術を使って	
同じ様な写真を撮ろう」	
	
「あの機材が無いから、	
	あんなスタジオが無いから	
	同じ様なのが撮れないな」	

写真	
「あのワークフローで、自分の	
オリジナル作品を撮ろう」	
	
「自分の機材を使いこなして	
自分に合った作品を撮ろう」	
	
「作品ってまずコンセプトや	
ストーリーを作らないと	
モデルに撮らされている	
だけだな」	
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